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御舞沙汰いた しま した. お元気でお くらしのことと思いますo
私の方は こちらに来 てか ら､ そろそろ半年:こなります〔なに もしないでいる内
に,英全蕎寺の才 さえ上達 しない うちに半年 もたって しまっ た､ とい う感 じですo
今日は､ 七ransitionmeもalについての笑顔の話で,二 ,三耳･:=L,たこ土
があ りますので､おそらく横 甘さん も興味を持たれ ることと思 いペ ンを とt')ま
した｡
一つは reSisもancemirlimum の話です O 横田さんが酷か ら気･:=してお ら
れたlocalizedmomentは親潮 され ない (uqrlSCePもibiliもy:こC.lrib/-
Weissの項がない)で､ resistancemirliHumは出 るとい う二 ,三 の実
験 例 (n-甘 ,n-Fe):･=ついて. この実験 は間違っ ていた､ とい うのです O
よく調べてみると､Cr ,Feは Tlの中f=ほんの少量 LJか)とけず､今までの
resistanceminimumを詞潮 した実験は不均-なsaIPiPi,eについていたこ
とになり､注意 して均一なsa皿PleをJ作っ て笑威 した ら･.一 mirli皿IJmは現 われ
なかった とい う次第です O これはいまBel telephoneLab.でや られ てい
る実頬だそ うです ｡ この諸の通 りであれば､ i(つCal_ized-molnen七 十 一 ,reSisr
もancemininumとい う対応が<完全にな り､宗はすべてK_ondo理論で うま く
い くとい うことにな りそ うですが｡(軍は私 もlocaH zfeCILmOTnentがない場合
の ことを考えていたとこ71で したので､ これは若干肩すか しを くった感 じで し
た ｡ )
もう一つは､ ferromagne七ic meもalに磁場 をかけてFermie壷,rgyの
変化 を罷るとい う等｡二 ケ月ほど所 (?)のPhys.Rev. Letter:=luてた
ので御存知Jか もしれませんが､詩のす じは､ParanagneもicFiletalであれば､
磁場をかけると､上むきス ピンのバン ドは もち上 り､IFむきスピンのバン ドは
お し下げられ､その とき電子が †スピンバン ド- 1スピンバン ドと移動 L/､
フ ェ ル ミ面の高さはfIの一次では変 らないこと:こな ります｡ ところが .lferm一
magneticmetalです と, フェ ル ミ面のところや上 ,下 スピンのバン ドの
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statedensit･yが-額にちがいますか ら､ フェル ミ面の高さの移茸拍)'如こ
るわけです o 従ってこのShiftから逆 にフェ ル ミ面の ところでのこのS融 .e
densiもyの差がわかることにな ります｡
pbys.Rev.Letter｢こ出ていた報告は Feについてこれをやつたら､結莱
は フェ ル ミ面の ところでは一方向スピンのバンドだけがあって､逆のスピンのバン ド
の statedensityは0と揖た とい うのでした｡ ところでこの同じ実験 をここ
の教室の人が Niについてやってみた とい うのですが､その結果ではフェ ル ミ
面のShi羊七は全 く見 られなか､つたのですo Fe,Ni についての このこつの実
験が ともに十分に信頼できるものか どうかよくわか りませんが､I),りにどちら
も正 しいとした ら､この結果はこの二つの ferro皿agneticmei-ualでのd一
電子の状態の差を示 しているのか も知れ ません｡ どーんな もので しょうが?
こちらでは長い夏休みが終 り､今.･idから新学期かはじまっています｡ 特 に今
年か らは,はじめての学部の学生か入 り､大学院学隼の数 も､物理はこれまで
年 20人以下だったのか今年は45人 (?)入って来た上か)です . 京大両横
Univ.ofCalifornia,BanDiego も大拡張計画第一年 目とい う才つけで
す ｡
La Jollaにて 長 岡 洋 介
ニ ユ - ス
物性研究共同利用施設専門委員会 ･物性研協義会
-9月11日,12日に夫々開か れ そ の 際 決 定 さ れ た 今 年 度 後 半 の 短 期 研 究 会
は次表の通りである｡
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